
いちごドリルプリント

基本的人権 名前

問1 表現の自由は無制限に認められるものではなく、他人の人権を侵害する場合などには一定の制限を受けることがあります。しかし、表現の自由
が「精神的自由」として特に強く保護される理由の一つとして、一度失われると回復が困難であり、独裁的な政治を招く恐れがあることが挙げ
られます。このような表現の自由の性質を説明する文として、最も適切なものはどれですか。 （2026年 千葉県公立入試 類似）

1. 職業選択の自由や居住・移転の自
由といった、経済的な活動を円滑に
進めるための権利であるため

2. 個人の自己実現だけでなく、国民
が政治に参加する自己統治の価値を
持っているため

3. 国政選挙において投票を行うため
の、参政権の具体的な内容そのもの
であるため

4. 憲法第25条で規定される、健康で
文化的な最低限度の生活を営むため
の基盤であるため

問2 19世紀までの「国家は個人の活動に干渉しない」という自由権の考え方だけでは、貧富の差や労働問題などの解決が困難になったため、20世紀
に入り社会権の考え方が生まれました。日本国憲法における社会権の性質を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2022年

群馬県公立入試 類似）

1. 国民が政治に参加し、国の意思決
定に関与することで民主主義を支え
るための権利である。

2. 不当に権利を侵害された場合に、
裁判や補償を通じて国家に救済を求
める権利である。

3. すべての国民が人間らしい生活を
営めるよう、国家が積極的な役割を
果たすことを求める権利である。

4. 国家による不当な干渉を排除し、
個人の精神活動や経済活動の自由を
保障する権利である。

問3 日本国憲法第21条で保障される表現の自由は、民主政治において極めて重要な権利です。しかし、個人の人権は無制限に認められるわけではな
く、他人の人権と衝突する場合には、ある概念に基づいて権利の調整が行われます。人権を制限する際の根拠となる、社会全体の利益を指す言
葉は何ですか。 （2022年 新潟県公立入試 類似）

1. 国民主権 2. 公共の福祉 3. 基本的人権の尊重 4. 法の支配

問4 近代市民革命を通じて、国家からの不当な干渉を排除するために確立された「自由権」は、その後の社会の変化に伴い、新たな課題に直面しま
した。自由な経済活動の結果として深刻な貧富の差や社会的不平等が生じたことを背景に、20世紀に入ってから誕生した、すべての人に人間ら
しい生活を保障するという考え方に基づく権利を何といいますか。 （2023年 千葉県公立入試 類似）

1. 平等権 2. 人権の国際的保障 3. 参政権 4. 社会権

問5 情報化社会の進展に伴い、個人の私生活に関する情報を守る必要性が高まっています。この「プライバシーの権利」について述べた文として、
正しいものはどれですか。 （2022年 和歌山県公立入試 類似）

1. 民主主義を支えるため、行政機関
に情報の開示を求める権利のことで
ある。

2. マスメディアの報道の自由を制限
するために、憲法に直接明文化され
ている。

3. 世界で初めてワイマール憲法によ
って保障された権利である。

4. 憲法第13条の幸福追求権を根拠と
して認められている新しい人権であ
る。

問6 日本国憲法第25条には「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」と規定されています。このように、誰もが人間ら
しい生活を送るために、国に対して必要な施策を求めることができる権利の総称として正しいものはどれですか。 （2022年 大分県公立入試 類似）

1. 自由権 2. 参政権 3. 社会権 4. 請求権

問7 日本国憲法の条文が記載されたカードの中に、「居住・移転・職業選択の自由（第22条）」と「財産権（第29条）」があります。これらと「生
存権（第25条）」を比較したとき、「居住・移転・職業選択の自由」や「財産権」に共通して見られる特徴として適切なものを選びなさい。
（2017年 愛知県公立入試 類似）

1. 平等権に分類され、法の下に差別
されないことを保障している

2. 参政権に分類され、国民が政治に
参加する権利を保障している

3. 自由権に分類され、経済活動を自
由に行うことを保障している

4. 社会権に分類され、国による積極
的な生活支援を保障している

問8 日本国憲法第25条が保障する生存権の内容について、国の責務や関連する制度の説明として最も適切なものを選択してください。 （2023年

徳島県公立入試 類似）

1. 国は思想や信条の自由を保障し、
国民が精神的に豊かな生活を送るた
めにいかなる検閲も行わない責務を
負う。

2. 国は生活困窮者に対して、生活保
護法などの社会保障制度を通じて最
低限度の生活を保障する責務を負う
。

3. 国はすべての国民に対して、社会
的・経済的・政治的に等しい地位と
財産を等しく分配する義務を負う。

4. 国は国民の私的な経済活動にいっ
さい介入せず、市場原理による自由
な競争を最大限に尊重する義務を負
う。

問9 日本国憲法が保障する「経済活動の自由」には、職業選択の自由や居住・移転の自由が含まれています。これらの権利が、精神の自由（表現の
自由など）と比較して、より広い範囲で「公共の福祉」による制限を受ける理由として最も適切な説明はどれですか。 （2021年 鳥取県公立入試 類似）

1. 職業選択の自由は、個人の能力に
関わらずすべての職業を無条件で認
めるものだと定められているため。

2. 個人の経済活動が社会全体に及ぼ
す影響が大きく、他者の人権や社会
の利益との調整が必要になるため。

3. 居住・移転の自由は、国家の安全
保障上の理由があればいつでも停止
できると憲法に明記されているため
。

4. 経済活動の自由は、日本国憲法が
成立した後に新しく追加された権利
であり、他の自由権よりも優先度が
低いため。

問10 日本国憲法が保障する社会権が、明治憲法（大日本帝国憲法）下の権利の考え方と比較して、どのような背景から生まれたものか、生存権の性
質に触れて説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2021年 岩手県公立入試 類似）

1. 国家からの不当な干渉を排除し、
個人の思想や信仰、経済活動の自由
を絶対的に守ることが、国民の幸福
に直結するという考えから生まれた
。

2. 戦時中の反省から、個人の自由よ
りも国家の安全を優先し、全国民が
一致団結して公衆衛生の向上に努め
るという義務感から生まれた。

3. 国家の権力が強大化するのを防ぐ
ため、国民が政治に参加する権利を
最大限に確保し、政府の行動を監視
するという目的から生まれた。

4. 資本主義の発展に伴い生じた貧富
の差や失業などの社会問題を解決す
るため、国家が積極的に国民の生活
を保障するという考え方から生まれ
た。

問11 日本国憲法で保障されている基本的人権のうち、「経済活動の自由」に含まれる権利として、すべての人が自分の意思に基づいて自由に従事す
る仕事を選ぶことができる権利を何といいますか。 （2025年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 学問の自由 2. 信教の自由 3. 職業選択の自由 4. 生存権

問12 20世紀のドイツで制定されたワイマール憲法において、「経済生活の秩序は、すべての人に人間に値する生存を保障することを目指さなければ
ならない」といった趣旨の内容が世界で初めて明文化されました。このように、すべての人が人間らしく生きるために、国家に対して一定の配
慮や保障を求める権利を総称して何といいますか。 （2025年 宮城県公立入試 類似）

1. 平等権 2. 自由権 3. 社会権 4. 参政権


